
る職で， 区長の指J軍をうけて区の王手応線路における車両の入換，

依号機および転轍総の取扱，転車台のI反扱等に従事するもので

ある。(力11総減次郎)

ゅうどうてんどうき 誘導電動機 (英) induction motor い

ずれかが他に対し回転し得る 1 次および 2 次巻紛があり， 1 次

巻線の電磁誘滋により ，エ ネノレギが 2 次 誘迫電導慢

巻総にったわり ， 同!!JJ速度よりやや遅い

速度で回転する電動揺襲。付図の場合，磁

石Mを矢印の方向に回転させると ， 回転

設は，あたかも磁石に引かれるかのよう

に， 矢印の方向に回転する。これは磁石

の滋力のために回転するのではなく ， ある|瞬間を考えると，磁

石が動く ために磁石の聞にある回転般の，その部分を貫通する

磁*が変化する。したがって回転般にはその部分に，この磁束

変化をなくする方向に電流が流れる。したがって この電流 と ，

磁石Mの磁束の聞には， アレミング左手の法f!lJにしたがう力が

発生する。このために回転盤は回転するのである。

磁石Mを悶すかわりに， たとえば 3 相憶力をmい，巻線を空

間的に 120 0 の間隔の位置に置き ， 氾昔Ïtを通ずると ， ある点を考

えれば，あたかも 3 隅に誼かれた巻線の内田1)で， 磁石を住!I中えさ

せたのと問機に磁束が変化する。これを回転綬界と称している

が，ここに回転盤のかわりに回転ドラムをi泣けば， 前述と!日]級

な辺由でドラムは回転する。この原理を応用したのが誘導電動

俄である。

誘導電動揺量は交流電動機としては附造ももっとも簡単であり ，

その用途もきわめて広く ， 一般に使用されている交流電動僚の

ほとんどは， 誘導r[!l!JJ践であるとさえいえるほどである。した

がってその極矧も非常に多いが，大別すれば多相誘導冠動後(ほ

とんど 3 相誘導7l:i:動機)と，単相誘滋'tt[!l!JJ俊に分けられる。

3 相誘導電動後は，低圧用のものて:f寸-50 I-P ， 高圧用のも
のでは 50 I-P以上 と ， 大体大型機に多く ， 小は電動ポγプの'il1動

般から ， 大は庄延機等の動力にまで広〈用いられている。

J見相誘導'!I:L!l!JJ陸自は低圧周の 1 1-P以 Fのものに限られる。これ

は普通は家庭用の電気後械の動力等に主として用いられてい

る。

誘導m:!l!JJ僚はその憐造から分類すればっき・のように分けられ

る。

l 単相誘導電動後 (1) 分中目起動型 (2) 反発起動型 (3) 

反発誘導型 (4) コンデγサ一分納型。

2 多糊誘導f~ !l!JJ磁 (1) 簡型誘導電動後(総型と特殊節裂

がある) (2) 巻線型誘導電動機。(高柳迷)

ゅうどうむせん 誘導無線 (英) ind ucti ve rad i o 通信線 ' 'il1

力総その他の長rug雛線と，移動局ア γテナとの聞の誘導結合を

利用する通信方式を，空間無線に対して誘導無線としづ。これ

は (1) 空間線級に比して消政電力の小さい測に遠距離まで通

信が可能であること (2) 混信のおそれが少ないこと (3) 地

形 ・ 気象などの影響をほとんどうけないことなどの利点を有す

るので， 鉄道の近くに並行する既設の通信線をもっ鉄道の列車

通信には，非常に有利な通信方式である。また列平通信のみてe

なく送電線の保守に際し，送電線に誘滋させる誘滋無線を用い，

?/.t ftt区または分区と現場との連絡に用いられる。これは現在国

府津付近で使用中である。(馬場武)

ゅうはっ 誘発 旅行意欲を抑えられていた旅客が新たに運輸

障費|測を利用し，または開発生産をはばまれていた貨物， あるい

は移動を抑制されていた貨物が迎輪後闘を利用するに至る現象

をしづ。旅客の旅行怠欲を抑える事由と考えられるものは，巡

ゅうばり てつ

輪種差関の皆無，ひん皮の関係，天候障害， 運賃，速度等であり ，

貨物の湯合は地下資源， 林政資源などの資源産業では小巡送距

離がし、ちじる しく長く，輸送費がかさむこと，あるいは第 2 次

製品関係の産業では，原材料の仕入れに嬰する輸送費の制高の

ため， 工場の開設あるいは広張不能等で開発生産が振興しない

ことなどがある。

誘発される客貨の数企を計上定するには，普通新線建設の場合

はつぎの基準によ っている。

l 旅客の湯合は定Jl:!)外普通旅客は類似線の乗車回数と ， 新

線の沿線人 ~I から開通1去における総来事人員を算出し， 日 1)途縦

算した転嫁人民を控除して誘発人員とする。定期旅客にあって

は，類似線の定!!J)外旅客と定期l旅客 との比率から総乗車人口を

算出し，上記定期外常通旅客の場合と問機に，別に舵p:した転

嫁人員を差引いたものを誘発定期旅客とする。定期外特殊旅客

については，その地区の観光団体，地方庁の観光談等の披定す

る人員を参しゃくして想定する。

2 貨物のJ:，J;}合は資淑の IJ日発計画， 産業の振興，設備の鉱政

計画を所:g-'直庁 ， 1共11系団体等の開発地i怪青 l i宙にも と づき実地調

査の上想定する。(三 γ松進)

ゅうばりせん 夕張線 室蘭本線追分駅から夕張駅にæる 43.6

km およびその途中紅楽山駅から登川駅に至る 7.6k m の線。室

陪I線に属する丙線。この線は IljJ 治 25 ・ 11 北海道炭鉱鉄道株式会

社線として追分 ・ タ疎開がIml盈，後明治 39 年鉄道固有法の公

布によ り国鉄に移管された。紅業山 ・ 登川|位jは楓まで明 40 ・ 5 ，

楓 ・ 登川聞は大正 5 ・7 開通した。タ2長炭山の石炭繍送をその使

命としている。(森悌寿)

ゅうばりてつどう 夕張鉄道

l 事業者の紙袈

名称 タE艮鉄道株式会社，本社 北海道タ l浜市!箆ノ谷，資本

E舟vえ 1 宣車)!."Jl

メヒ 見砂 坦E

金 5 ，000 万門 ， おもな~)l:築地方鉄道業のほか一般乗合旅客自

動卒運送事業路線 52k m ， 一般1'(切旅客自動車運送事業。鉄道

従業員 386 人，保有車両蒸気憾関車 10， 内燃動車 3 ， 客車 16，

貨車 55 向。

治革大正 11 ・ 7 室関本線栗山駅から新夕張に至る鉄道敷設

免許を受け，同 13 年資本金 300 万円のタ援鉄道株式会社を設

示τとと 29 30 

旅客愉送人民(千人) 1,606 1,483 1,423 

人 キ ロ(千) 23,735 23,025 21,790 

貨物輸送 トン数(千t) 1,033 1,094 1,160 

トンキロ(千) 27,492 30,352 35,066 

旅客収入(千円) 80,457 78,733 74,198 

貨物収入 (n) 152,375 163,403 178,278 

巡綿雑収 (n) 10,483 8,806 8,448 

収入合計 (n) 243,315 250,942 260,924 

営 ま臣 'l'I. (n) 230,516 242,562 253,206 

営業利益 (n) 12,799 8,379 7,718 

営業係数(日) 94 97 97 
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